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12

月
14

日
、
兵
庫
県
知
事
を
被

告
と
す
る
裁
判
が
判
決
を
迎
え
る
。

「
被
爆
者
手
帳
」
認
定
申
請
の
却
下

の
取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判
だ
。
手

帳
所
持
者
は
、
健
康
管
理
手
当
や
無

償
で
医
療
も
受
け
ら
れ
る
。
被
爆
か

ら
60
年
以
上
も
経
っ
て
申
請
す
る
方

が
お
ら
れ
る
の
は
、
被
爆
者
で
あ
る

こ
と
の
結
婚
、
就
職
な
ど
の
差
別
が

躊
躇
さ
せ
て
き
た
か
ら
だ
。  

申
請
に
は
「
２
人
以
上
の
証
人
」

が
必
要
だ
が
、
証
言
が
得
ら
れ
な
い

場
合
、
「
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
記

載
し
た
申
述
書
」
を
提
出
す
れ
ば
よ

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
60
年
以
上
も

前
の
記
憶
を
「
詳
し
く
記
載
」
す
る

こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る
。 

県
は
、
被
爆
当
時
６
歳
の
方
に
、

被
爆
の
客
観
的
な
証
明
書
と
論
理
一

貫
し
た
供
述
を
求
め
る
態
度
を
と
っ

て
い
る
。
申
述
内
容
に
本
人
で
な
い

と
語
り
え
な
い
体
験
が
表
現
さ
れ
て

お
り
、
客
観
的
な
事
実
に
反
し
な
い

限
り
は
認
定
す
べ
き
で
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
県
の
仕
事
だ
。 

１
９
５
６
年
、
兵
庫
県
原
爆
被
害

者
の
会
の
結
成
時
、
坂
本
知
事
が
自

筆
の
「
被
爆
者
相
談
室
」
の
看
板
を

贈
呈
し
た
。
現
在
、
２
人
の
嘱
託
職

員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
書
類
の

実
務
的
チ
ェ
ッ
ク
に
と
ど
ま
り
、
却

下
さ
れ
原
水
協
に
相
談
さ
れ
て
い
る

方
が
10
人
を
超
え
て
い
る
。 

兵
庫
県
在
住
の
被
爆
者
は
約
４
３

０
０
人
。
兵
庫
県
は
、
被
害
と
責
任

を
小
さ
く
見
せ
た
い
た
め
、
「
原
爆

症
」
認
定
申
請
を
却
下
し
続
け
る
国

と
同
じ
立
場
に
た
っ
て
い
る
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。
（
Ｋ
） 

％
（
「
朝
日
」

11

月

15

日
付
）
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

 

交
渉
参
加
を
否
定
し
な
い 

 

兵
庫
県
知
事 

野
田
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表

明
し
た
11
月
11
日
に
開
か
れ
た
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
知
事
会
議
で
、
井
戸
知
事
は
情

報
提
供
と
影
響
調
査
に
関
す
る
緊
急
提

言
を
提
案
は
し
ま
し
た
が
、
反
対
の
意

思
表
示
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

11

月

14

日
の
記
者
会
見
で
も
、

「
的
確
な
対
応
を
し
な
が
ら
前
向
き
に

交
渉
す
る
と
い
う
姿
勢
は
や
む
得
な

い
」
と
発
言
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は

否
定
し
な
い
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。 

 

各
界
に
広
が
る
懸
念
の
声 

兵
庫
県
医
師
会
の
川
島
龍
一
会
長

は
、
全
県
会
議
員
に
送
っ
た
文
書
の
中

で
、
「
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
』
へ
の
懸
念
」

と
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ
企
業
に
日
本
の

国
民
主
権
を
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
く
な
り
、
何
と
し
て
で
も
こ
れ

は
阻
止
し
な
け
れ
ば
、
我
国
の
『
国
民

皆
保
険
制
度
』
は
た
ち
ま
ち
崩
壊
の
危

機
に
立
た
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
国

の
主
権
も
大
き
く
侵
さ
れ
て
し
ま
う
と

強
く
危
惧
し
て
お
り
ま
す
」
と
強
い
懸

念
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
兵
庫
県
関
係
国
会
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
賛
成
派
が
慎
重
派
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
「
参
加

後
の
離
脱
も
あ
り
得
る
」
と
の
立
場
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が 

 

国
、
地
方
自
治
体
の
使
命 

東
日
本
大
震
災
は
、
住
民
の
命
と
暮

 

情
報
提
供
不
十
分
84
％ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
例
外
な
し
の
関
税
撤
廃

に
よ
っ
て
、
日
本
の
食
料
自
給
率
を
13

％
に
ま
で
引
き
下
げ
、
雇
用
や
医
療
、

金
融
、
地
域
経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
大
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
す
。 

マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
で
は
交
渉
参

加
の
賛
否
が
拮
抗
し
、
参
加
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
野
田
内
閣
の
支
持
率

は
急
落
し
て
い
ま
す
。
国
民
へ
の
情
報

提
供
が
「
不
十
分
」
と
答
え
た
方
は
84

政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
へ
の
参
加
表
明
に
、
県

内
各
団
体
か
ら
も
大
き
な
批
判
・
懸
念
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

兵
庫
県
に
は
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
地
方
自
治
体
本
来
の

役
割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
川
知
久
議
長 

 

米
国
の
多
国
籍
企
業
・
金
融
資
本
に
、

日
本
の
農
業
の
み
な
ら
ず
市
場
全
体
を
明

け
渡
す
、
そ
れ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
意
味
。

た
だ
で
さ
え
不
十
分
な
労
働
者
派
遣
法
改

正
案
を
全
く
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
を
民
自

公
三
党
が
合
意
。
そ
こ
に
す
で
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
前
の
め
り
現
象
が
見
ら
れ
る
。
許
せ

な
い
！ 

  

農
業
・
食
糧
・
健
康
を
守
る
兵
庫 

 
 

 

県
連
絡
会 

 

柳
澤
尚
事
務
局
長 

 

野
田
民
主
党
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

急
い
で
い
る
。
そ
れ
と
差
し
違
い
に
、
美

し
い
国
土
や
農
・
食
の
安
全
を
売
り
渡
そ

う
と
し
て
い
る
。
世
界
は
深
刻
な
食
糧
危

機
。
頻
発
す
る
干
ば
つ
、
洪
水
、
地
震
、

世
界
人
口
の
増
加
、
食
肉
用
家
畜
の
飼
料

用
穀
物
の
需
要
増
、
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
使
用
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し

て
食
料
を
海
外
に
頼
る
時
代
で
は
な
い
。 

 

 

兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

日
高
誠
事
務
局
長 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保

障
の
分
野
で
も
大
変
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。
交
渉
参
加
に
は
、
米
国
の
承

認
が
必
要
で
す
が
、
日
本
で
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
る
営
利
企
業
の
参
入
や
混
合
診

療
（
保
険
診
療
と
自
由
診
療
の
併
用
）
の

全
面
解
禁
は
待
っ
た
な
し
。
そ
の
先
に

待
っ
て
い
る
の
は
、
患
者
負
担
増
、
民
間

医
療
保
険
は
活
況
で
国
民
皆
保
険
の
崩
壊

は
必
至
で
す
。 

ら
し
を
守
る
こ
と
が
、
国
や
地
方
自
治

体
の
根
本
的
使
命
で
あ
る
こ
と
を
う
き

ぼ
り
に
し
ま
し
た
。 

兵
庫
県
と
し
て
、
県
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
立
場
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
に
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
こ

そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

県
下
各
地
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」
の
行
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す 



 

「
憲
法
県
政
の
会
」
は
11
月
６
日
、

第
７
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
２
０
１

３
年
知
事
選
挙
に
向
け
た
基
本
戦
略
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は
、
①
こ

の
間
の
県
政
を
め
ぐ
る
情
勢
の
分
析
、

③
「
会
」
の
選
挙
政
策
づ
く
り
の
到
達

点
と
今
後
の
課
題
、
要
求
実
現
の
運
動

づ
く
り
、
③
候
補
者
選
考
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。 

野
田
内
閣
が
、
命
と
く
ら
し
、
安

全
・
安
心
を
政
治
に
求
め
る
国
民
世
論

と
正
面
か
ら
対
立
し
て
い
る
中
、
県
政

に
は
国
の
悪
政
に
追
随
す
る
の
か
、
悪

政
か
ら
県
民
を
守
り
国
政
の
転
換
を
求

め
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

【
総
会
で
の
挨
拶
・
発
言
か
ら
】 

 

石
川
康
宏 

代
表
幹
事 

開
会
に
あ
た
り
問
題
提
起
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
一
つ
は
前
回
選
挙
以

後
の
政
治
情
勢
の
変
化
で
す
。
民
主
党

政
権
へ
の
失
望
は
急
速
に
広
が
り
、
悪

政
か
ら
県
民
を
守
る
政
治
へ
の
県
民
の

期
待
は
ま
す
ま
す
切
実
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
つ
は
そ
の
願
い
に
応
え
る
た
め

に
も
、
得
票
率
50
％
を
こ
え
る
本
気
の

取
り
組
み
を
目
指
し
、
惰
性
や
悪
な
れ

を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
三
つ
は
「
地
域
の

会
」
の
活
動
を
本
格
的
に

再
開
す
る
こ
と
で
す
。 

津
川
知
久 

兵
庫
労
連
議
長 

 

 

前
回
の
知
事
選
挙
か
ら

情
勢
の
変
化
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
目
は
県
民

と
の
矛
盾
で
す
。
巨
額
な

補
助
金
を
出
し
て
き
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
大
幅
縮
小

は
県
の
産
業
政
策
の
破
綻

で
あ
り
、
そ
れ
が
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
二
つ
目
は
自
治
体

と
の
矛
盾
。
高
校
の
学
区

拡
大
で
は
県
下
の
過
半
数

の
自
治
体
で
反
対
決
議
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
三
つ

目
は
運
動
、
団
体
と
の
矛

盾
で
す
。
県
が
原
発
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
明
確
な
Ｎ
Ｏ
を
示

せ
な
い
中
で
、
今
ま
で
県

政
を
支
え
て
き
た
団
体
が

反
対
の
立
場
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。 

 

松
崎
保
実
幹
事
・
「
電
力
兵
庫
の
会
」 

関
西
電
力
は
10
％
以
上
の
節
電
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
が
、
過
去
５
年
間
の

消
費
電
力
の
最
大
値
を
と
り
、
こ
の
冬

が
厳
冬
に
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
需
要
の
大
部
分
は
産
業
用
で
あ

り
、
一
般
家
庭
は

30

％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
供
給
力
は
関
電
設
備
だ

け
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
他
電
力
か
ら

の
融
通
や
他
企
業
か
ら
の
買
電
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
発
電
設
備
に
つ
い
て
も

冬
に
電
力
不
足
に
な
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
今
回
の

10

％
以
上
の
節
電
要
請

は
、
電
力
不
足
を
克
服
す
る
も
の
で
な

く
、
「
原
発
再
稼
働
の
世
論
づ
く
り
」

が
目
的
で
す
。 

 

磯
谷
吉
夫 

兵
商
連
会
長 

 

先
日
、
兵
庫
県
中
小
業
者
決
起
大
会

を
開
き
、
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

で
、
い
っ
せ
い
対
県
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
県
の
姿
勢
は
一
見
私
た
ち
の
方
を

向
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
な
が

ら
、
実
際
は
向
い
て
は
い
ま
せ
ん
。 

 

県
政
を
県
民
の
手
に
取
り
戻
す
た
た

か
い
を
、
オ
レ
ン
ジ
旋
風
を
大
い
に
吹

か
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
そ

の
上
で
、
地
域
の
会
が
学
習
を
積
み
重

ね
要
求
を
汲
み
上
げ
た
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
と
り
わ
け
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。 

 

前
田
修 
代
表
幹
事 

本
日
の
総
会
で
、
２
０
１
３
年
知
事

選
挙
の
基
本
戦
略
が
確
立
し
ま
し
た
。

大
事
な
の
は
、
こ
の
内
容
を
加
入
団

体
、
地
域
の
会
が
構
成
員
は
も
と
よ

り
、
県
政
を
変
え
た
い
と
願
う
多
く
の

県
民
に
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。 

今
日
の
発
言
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た

各
分
野
、
各
地
域
の
要
求
、
願
い
を
対

話
に
よ
っ
て
汲
み
上

げ
て
い
く
力
が
「
憲

法
県
政
の
会
」
に
、

今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

「憲法県政の会」 

 第７回臨時総会 地域報告会のご案内 
【阪神・丹波地域】  

 １２月１０日（土）午後２時 いたみホール６階中ホール 
（阪急伊丹駅から北へ徒歩３分、ＪＲ伊丹駅から西へ徒歩８分）  

【神戸・淡路地域】 

 １２月１４日（水）午後７時 兵商連会館 
（ＪＲ神戸駅から西へ徒歩７分、高速神戸駅より西へ徒歩４分） 

【東西播・但馬地域】 

 １２月１０日（土）午後７時 姫路民商会館 
（JR・山電姫路駅より西へ徒歩１５分） 

 
 

県
が
保
育
所
や
介
護
施
設
の 

 

「
最
低
基
準
の
条
例
化
」
を
検
討 

高
校
学
区
拡
大
に
過
半
数

の
自
治
体
が
反
対 

 

今
年
６
月
、
県
教
育
委
員
会
の
諮
問

機
関
は
県
立
高
校
の
学
区
問
題
の
「
素

案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
学
区
拡
大
の

主
な
理
由
と
し
て
、
①
生
徒
の
選
択
肢

が
増
え
る
、
②
選
ば
れ
る
高
校
は
努
力

し
特
色
化
が
進
む
、
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
「
高
校
の
統
廃
合
を
ま
ね
き

地
域
社
会
の
衰
退
に
つ
な
が
る
」
「
遠

距
離
通
学
で
通
学
費
が
負
担
で
き
ず
進

学
を
諦
め
る
生
徒
が
出
る
」
な
ど
の
反

対
意
見
が
続
出
し
て
い
ま
す
。 

 

９
月
末
ま
で
に
反
対
の
意
見
書
を
上

げ
た
自
治
体
は
20
を
数
え
、
意
見
書
は

上
げ
て
い
な
い
中
で
も
首
長
が
反
対
を

表
明
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
県
下

の
過
半
数
の
自
治
体
は
何
ら
か
の
「
反

対
」
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
県
民
世
論

と
運
動
が
県
や
各
自
治
体
を
動
か
し
県

教
委
を
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
国
が
決
め
て
い
た
保
育
所

の
「
最
低
基
準
」
が
、
民
主
党
の
す
す

め
る
「
地
域
主
権
改
革
」
に
よ
っ
て
、

地
方
自
治
体
の
条
例
委
任
と
な
り
、
兵

庫
県
は
２
月
議
会
に
む
け
て
条
例
化
を

す
す
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
兵
庫
県
保
育
所
運
動

連
絡
会
（
兵
保
連
）
は
、
県
児
童
課
と

交
渉
し
、
「
現
行
の
最
低
基
準
を
も
れ

な
く
条
例
化
す
る
」
「
補
助
単
価
な
ど

も
現
行
通
り
」
と
い
う
回
答
を
得
ま
し

た
。 兵

保
連
は
政
策
部
会
を
立
ち
上
げ

「
私
た
ち
の
望
む
最
低
基
準
」
づ
く
り

の
作
業
に
入
る
と
と
も
に
、
12
月
に
最

低
基
準
の
充
実
を
願
う
、
県
知
事
へ
の

要
望
書
と
県
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し

ま
す
。 

ま
た
、
保
育
と
同
様
、
介
護
や
障
害

者
施
設
、
公
営
住
宅
、
道
路
、
河
川
な

ど
、
最
低
基
準
が
条
例
化
さ
れ
る
範
囲

は
広
く
、
福
祉
分
野
で
条
例
を
一
本
化

す
る
か
、
全

分
野
で
一
本

化
す
る
な
ど

の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る

こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

国
の
悪
政
か
ら
県
民
を
守
る
兵
庫
県
政
を 

 
 

 
 
 
 

「
憲
法
県
政
の
会
」
第
７
回
臨
時
総
会 

 

２
０
１
３
年
知
事
選
挙
の
基
本
戦
略
を
確
立 


